
 

 

 

 

 
 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

味噌汁やお茶などの熱い液体でのやけどが多くなっています！ 
 

「やけど」による事故を防ぐために 

○ やけどのおそれのあるものは、子どもの手の届くところに置かないようにし

ましょう。 

○ 子どもを抱いたまま、調理をしないようにしましょう。 

○ 熱い食べ物等は、冷ましてから子どもに食べさせましょう。 
 

 

「やけど」 

図７ やけどの事故が多かった要因（令和２年中） 

【事例１】炊飯器の蒸気で・・・ 

１歳の子どもが炊飯器の上に手を置いてしまい、蒸気の熱でやけ

どした（程度：中等症）。 

 

【事例２】アイロンで・・・ 

 親が使い終わったアイロンをテーブルの上で立てて冷ましてい

たところ、１歳のこどもが触ってしまいやけどした（程度：軽症）。 
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